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中国の経済発展と中国人民
保険事業
李 松操
わたくしは遼寧大学で海上保険論の授業を担当しているものです。中国社
会主義経済論は私の専攻ではありません。今日御出席された方々は硯在の中
国社会主義経済建設情勢に経済体制改革に対して，関心を持っておられると
思います。そこでわたくしはこのテーマをとりあげて講演することによっ
て，ささやかではありますが，中日両国文化交流と中日両国々民の友好を促
進することに寄与出来れば幸いと存じます。では，まずわが国当面の経済情
勢を紹介し，つぎにわが国の経済体制改革の問題について説明させていただ
いて，最後にわが国の人民保険事業の状況についてご報告申しあげます。
ー 中国社会主義建設当面の経済情勢
皆さん御存知のように，事実に基いて，情勢を正しく恩識して分析するこ
とは中国社会主義経済建設政策と計画を策定するうえで重要なことであり，
現在の中国経済情勢を観察するためには事実に基いて正しく観察しなければ
ならないと思います。情勢を正しく把握するためには，先ず，主流を見なけ
ればなりません。現在のわが国の経済情勢の主流などは確かにすばらしいと
思います。それは主として，次の各方面に硯われています。
先ず，国民経済全般がかなり高いテンポで持続的安定成長を見せていま
す。
第六次五カ年計画期間中に，わが国の社会総生産額，農工業総生産額，国
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民総生産，国民所得は年平掏10彩前後の伸ぴを示しました。ちなみに， 1953
年から1980年まで28年間の年平均伸ぴ率は6彩から 8彩でありましたが， 19
80年から1985年までの五年間に経済の平絢成長率は前の28年間よりも高かっ
ただけでなく，しかも安定成長の傾向が見られました。経済成長のテンボは
一国の経済発展の良し悪しをはかる重要な尺度であります。日本の友人もこ
こ数年のわが国の経済状況に称賛の言葉をおくってくれましたが，それには
主として二つの理由があります。
一つは千億人口の衣料及び食料の問題を基本的に解決したことであり，他
の一つは経済の発展速度がはやく，しかも安定成長を見せていることであり
ます。全般的に見て， 1980年から1985年まで，五年間のわが国の経済成長は
かなり速く，しかも基本的に適切で，正常でありました。
この五年間，わが国の農業はだれもが認める大きな成果をあげました。
農業総生産額は年平均10.8彩の伸ぴを示しました。 1985年は1980年より66.8
彩増しと見込まれています。 1984年の食糧生産量は1980年より27％増え，一
人当りの量は世界の平均水準に近づきました。綿花生産量は1984年は1980年
より131％増えました。わが国は世界の7彩の耕地を有し， 世界の23彩を占
める人口の衣食問題を解決しました。これは確かにすばらしいことであると
思います。
工業生産計画の達成状況が良いことも，建国以来あまりみられなかったも
のであります。第六次五カ年計画の期間，わが国の工業総生産額の年平均伸
び率は10.6彩で， 1985年は1980年に比べ65.2彩増が見込まれています。工業
生産は発展速度がはやいだけでなく，全般的に増加し，安定した伸びを示し
ています。とりわけ軽工業とエネルギーの増加が著しく，軽工業品は以前よ
りずっと豊富になりました。エネルギーはここ 2年間は持続した伸びを見
せ，原油，原料炭の産出量の年平均伸ぴ率はともに 8彩以上にのぼりました。
1985年と1980年と比較すると，重工業は55.8%，軽工業は76.2彩，エネルギ
はー31%，交遥輸送の貨物取扱量は43.8彩伸ぴました。
国内市場は日増しに活気をおびてきております。対外貿易はかなり大きな
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発展を見せました。第六次五カ年計画の期間，わが国の都市，農村の商品供
給源は豊かになる一方でありました。 1985年の小売商品供給源は1985年の二
倍となり，年平均伸び率は15%，農業，副業生産物買付総額は1980年に比べ
て， 94.3彩増で，年平均伸び率は14.3％と推定されます。ここ数年，大衆の
購買力は急速に伸び，昨年の商品小売総額は1980年の二倍，年平均伸び率は
15％でありました。 1985年のわが国の輸出入状況については輸出超過を示し
ております。 1985年のわが国の輸出入総額は1980年より 71.9％も増えてお
り，五年間の平均伸び率は， 11.4彩であります。去年のわが国の日本との貿
易額は1984年より30.2彩も増えました。
次に，人民の生活水準が著しく向上したことが挙げられます。全国の都市
の労働者， 職員の年平均増加率は物価上昇分を差し引くと， 4.7%となって
おります。農村の住民の年平均収入は物価上昇を差し弓lくと， 14彩でありま
す。 1985年11月末硯在の都市，農村住民の貯蓄総額は1,580億元に達し， 1980
年の4倍近くになりました。
さらに喜ばしいことは，わが国の財政収入が根本的な好転を見せたことで
す。 1985年国家財政収入は1980年より685億元の増加と推定されており， 収
支は均衡し，赤字は解消されました。
最後にわが国の科学技術，教育事業について見ると，これはかなり大きな
発展をとげました。ここ数年，科学技術の難関突破は初歩的効果があがり，
科学技術成果の普及は著しい効果を生じ，科学研究と技術開発も大きな成果
を得ました。 1985年全国の科学者，技術者数は1980年より59.2彩増加しまし
た。 1981年から1985年にかけて，全国で国家から賞を受けた発明，創作は937
項目にのぼりました。現在，一部の重要技術は世界の先進水準に近づき；世
界の先進クラスに入ったものもあります。例えば，運搬ロケットの発射に成
功し，一億次スーパー・コンピュークー「銀河」を開発し，静止実験通信衛
星の打ち上げにも成功しました。その他，五年間の大学卒業生の人数は153
万5千人，大学研究院（日本の大学院生に相当する）の卒業生の人数は 4万
人となりました。
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既に申し上げたように，わが国の経済発展と経済建設はかつてない大きな
成果をあげましたが，決して問題がなくなったというわけではありません。
要するに，情勢は確かにすばらしい進展をみせているが，問題も少なくな
いといえるでしょう。これは新たな不安定要素が一部に生じたことでありま
す。その主な現われは，工業生産の発展速度がはやすぎたこと，消費資金が
増えすぎたこと，通貨の発行が多すぎたこと，国の外貨準備高が減ったこと
などです。これらの問題の重要な点は基本建設投資の規模が大きすぎたこと
であります。この問題の本質は国民所得の超過分配が生じ，社会総需要が社
会総供給を上回ったと言うことであります。これを放置すれば，国民経済に
現れはじめた良好な循躁の見通しが阻害され，経済比率の開係が再び不均衡
になり，社会生活に極めて不利な影響をおよぽし，改革もやりにくくなって
しまいます。
経済生活に現われたこうした不安定要素について，わが国としては十分に
留意していますが，どうしてこのような問題が生じたのかについて，原因は
だいたい三つあると考えられます。第ーは，わが国の経済建設は改革しなが
ら前進しており，歩むべき既成の道などはないので，実施過程のなかであれ
これの問題が現われるのは避け難いことであります。またミクロの活性化を
はかると同時にどのようにしてマクロの統制，管理，調節を適時に追いつか
せるかという面において，わが国はなお経験不足であります。第二は，ここ
数年の経済情勢はすばらしく，年ごとによくなってきていますが，まだある
程度，むやみに発展を競り合い，単に高い目標のみを追求するという現象が
見うけられます。第三は，党内と社会に増え始めている新たな不正の風が経
済発展と社会生活に好ましくない影蓉をおよぽしています。
国民経済に現れた不安定要素について，中央と国務院はいち早くそれに気
づき，それをきわめて重視し，その対応策も比較的適切な時にとられ，効果
もありました。例えば，経済手段，法律手段，行政手段を結びつける方法
で，マクロの統制と管理を強化したため，問題はしだいにうまく解決されつ
つあります。工業生産のはやすぎる発展はしだいに弱まって来ています。現
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在では工業の発展速度は基本的には正常に向かっています。基本建設投資は
いくらか抑制されました。ひところの経済生活に硯れた不安定要素はしだい
に取り除かれており，全般的な状況は良好で，見通しは明るいと言えるでし
ょう。
これ以外に，対外開放政策を真剣に貫き，かなりよい成果をあげました。
ここ数年，わが国は数千の技術，中規模設備を導入しましたが，そのうちの
かなりの部分は世界でも比較的進んだものであります。 1985年9月現在，さ
まざまな形で消費された外国資本は約200億ドルにのぼり，すでに設立され
た中国と外国の企業との合弁したものは3,800余社，共同経営企業は3,308
社， 100％外資企業は109社を数えています。外国資本利用は海底石油共同探
査開発，エネルギー，交通などの重点建設強化の面で積極的な役割を果たし
ています。技術導入，中外合弁事業を通じて，．多くの企業と業種の技術水準
と管理水準が著しく向上しました。国民経済を発展させ，現代化を進めるう
えで，門戸を閉じていてはだめであります。先進国でも，発展途上国でも，
自国の経済と技術の発展を促進するために国際交流を活かし，他国の長所を
十分にとり入れることに意をそそぐべきであります。
わが国が対外開放政策を実施する主な目的は，国外の先進技術と進んだ管
理方法を導入するためでありますが，同時に国外資金を利用する必要もあり
ます。それは結局のところ，国産化水準を高め，わが国の自力更生能力を強
め，時間を節約し，近代化された建設の進展を速めることにほかなりませ
ん。ここ数年実施された結果から見ると，自主独立，自力更生の方針を貫く
ならば，それは必ずわが国の国民経済諸部門の技術進歩をいっそう押し進
め，わが国の民族工業のより速い，よりよい発展を促進するものと予想でき
ます。
もちろん，ここ数年，実際の業務のなかにも若千の問題が現われて来まし
た。例えば，一部の部門，地方，企業，個人が国産品を軽視し，むやみに外
国製品を求めたがること，カラーテレビ，電気冷蔵庫組立ラインの輸入が多
かったように，不適当な重複導入現象が見られたこと，先進的とはいえない
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技術や設備を一部導入したこと，多くの部門が輸入を競り合い，価格の面で
不利を生じたことなどがそれであります。しかし，これはなんと言っても実
施中の問題であって，経験不足・管理不充分とも関係がありますから，こう
した問題については，真剣に教訓を汲み取り，改善をはかり，対外経済貿易
と技術交流拡大の業務をいっそう予定していかねばならないと思います。
二 わが国の経済体制改革の問題
この問題について，先ず認識していただきたいことは，わが国の改革は社
会主義制度の否定・動揺では決してなく，社会主義制度の自我完成•発展で
あります。わが国の改革が資本主義の方向へ導かれていくのではないだろう
か。これは国内の多くの人々と国外の多くの友人の関心の的です。しかし，
これは絶対にありえないことです。ここ数年の実施結果からみて，次のいく
つかの点をしっかり把握しさえすれば，社会主義の方向からそれることはあ
りえないのであります。
第一点は，生産手段共有制を基礎とすることを堅持していることです。こ
こ数年，個人経営経済， 中外合弁経済， 100彩外資経営経済が大きな発展を
見ましたが，その工業生産額はわが国の工業総生産額の0.6彩しか占めてお
らず，社会主義共有制経済が絶対的な優位を占めております。第二点は労働
に応じた分配という原則を貫き，ともに豊かになる道を歩み，貧富の両極分
化を防止していることです。ここ数年，農民のなかで，高所得世帯の割合が
増え，低所得世帯の割合が減り，それぞれ異なる状況にある農民の所得水準
が一般的に向上し，農民と労働者，職員の所得格差が縮小されて来ていまし
た。労働者，職員の所得をみても，同じような傾向にあると言えます。この
ことは，これからも，われわれは実際の業務のなかで，社会構成員の所得格
差の開きすぎという問題の解決に力をそそがなければなりませんが，すでに
両極分化が現れているとは言えず，全社会の全般的すう勢は次第にいずれも
豊かになる方向にむかっていることを物語っています。第三点は，わが国が
発展させようとしているのは社会主義の計画的商品経済でありますが，それ
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は資本主義商品経済とは根本的に異なっていることであります。ここ数年，
わが国は多くの商品を統制からはずしましたが，国民経済と人民生活にかか
わりのある重要な商品と全般的に関係のある重要な経済活動については，な
おも計画調節を実行しています。今後もこれを堅持していかねばなりませ
ん。第四点は，すべての改革は社会的生産力の発達促進に役立たなければな
らないことです。これは社会主義制度の根本的な任務であります。ここ数年
の改革は国民経済の発展を力強く促進し，社会主義の経済的土台をいっそう
強固なものにしました。第五点は，自国の実情から出発することを堅持する
ことであります。わが国は引きつづき外国の先端技術と管理方法を真剣に学
びとると同時に腐敗した反動的なものに対しては，断固として排除し，根絶
せねばなりません。要するに，わが国はこのようにして，社会主義の方向を
堅持してきました。今後も依然としてたゆむことなく，これを堅持していか
ねばなりません。
次に，わが国の経済体制の発展ぶりの趨勢を申し上げます。
ここに主として述べたいことは，国内に対する経済を活性化することと対
外開放政策です。これは如何にして企業を活性化させるか。如何にして経済
を活性化させるか，これらを活性化させた後に国家は如何にして経済を調整
するかということです。
まず，第一に，如何にして企業を活性化させるか及び経済を活性化させる
かについて，企業は社会経済活動の基本的な細胞であり，また国家財政収入
と国民生活の主なみなもとであります。若し企業が活性化されないと，企業
と職員と労働者たちの積極性を引きだすことができないばかりではなくし
て，国民生活を高めることも，国家財政の収入を増加させることも実現する
ことはできません。既に説明しましたように，わが国は経済体制面では企業
の管理に弾力性が乏しく，企業には活力がなかったのであります。企業の活
力を高めるために，まず新しい納税制度（利澗額の上納から納税制に改め
る）を実施し，国家と企業との配分関係を正しく処理し，適当に企業の財務
能力を拡大しなければなりません。わが国が新しい税法として実施するのは
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元の企業が得た利潤として国家に納める制度であります。このようにするの
は従来の利潤額納税とはことなって，国家と企業との間の配分率を法律で決
めたわけです。これは両方とも利益が得られ，国家財政の収入も十分に保証
されています。一方では，企業内部の責任制度が健全化され，労働に応じた
配分制度が堅持され，工場長と社長の責任制度も実施することが可能となり
ます。企業の人事機能を拡大することが出来るし，中国共産党委員会の監督
作用と職員，労働者の民主管理作用を発揮することも出来ます。その他企業
の生産，販売能力を拡大し，企業に人事機能もあれば物資管理機能もあるよ
うにすれば，活力を発揮することができます。
そのほかに企業を活性化する以外にまた全般的経済を活性化しなければい
けません。つまり，経済建設上での国家経済，集団経営経済と個人経営経済
が共に向上する方針を堅持すべきことです。これは共有制を堅持する下で，
また国営経済の指導を基礎とし，多種多様な重要企業を基本的な経済設備は
やはり国家から投資して設けられ，これを運営するものであります。一般の
企業の多くは集団経営経済より発展しており，小売商，料理屋などサービス
業は個体経営経済で営まれているものです。このようにさまざまな経済形態
において合理的な配置がとられており，よって国民の需要を満足することが
できますし，経済の発展をも促進することができます。
国家，集団，個人が共に向上することを実施すると同時に，また対外開放
政策を実施しなければなりません。既に述べましたように，このような対外
開放は自主独立と平等互恵の条件の下で行われたものです。対外開放政策を
実施するのは国外の先端技術を十分利用し，国外の資金を多く利用でき，ゎ
が国の近代的建設の進展を促進することができるからです。また逐次，世界
の先進国との科学技術上の距離を縮小することも出来ます。
第二に，企業と経済を活性化させたのちに，国家が如何にして管理する
か，経済を如何に調節するかについて，ご承知のように，わが国は社会主義
国家であります。その経済管理の特質は主に計画経済にあらわれておりま
す。これは如何にして行われるのでありましょうか。いままではわが国は社
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会主義計画経済と国家が一系統の命令的な計画経済を国家が設定し，ずっと
企業に至るまで管理するというように理解してきたのであります。すなわ
ち，必然的に大多数の企業の生産経済活動が国家の命令的な計画にしたがっ
て実行されるのであります。いわば，ー企業は少しも生産経営の自主管理権
もなく，自己活動の余地もないのであります。いたずらに上級の命令のみに
したがって活動を行っております。こうすれば当然活力を発揮することが出
来なくなります。
現在わが国の改革は，命令的な計画の範囲を縮小し，指導的な計画部分を
拡大するようにしております。即ち， ミクロ経済の活性化をはかると同時に
マクロの統制・調整・管理を強化しなければなりません。自主性と融通性を
十分にもたせることのみが改革であって，管理を強めることは改革ではない
と考えてはなりません。ミクロの自主性と融通性を十分にもたせることと，
マクロの管理と統制を強めることは経済体制改革における相互補完の関係に
ある二つの側面であります。どちらが欠けてもだめなのであります。経済が
活性化すればするほどマクロの統制と管理を強めなければなりません。改革
が深まるにつれ，経済管理面では，直接統制を主体とすることから間接統制
を主体とすることへ転換していくことになります。今後，間接統制体制が整
備されたにせよ，政府の必要な行政的関与と直接統制はやはり欠かせないと
思われます。
三 中国人民保険事業について
既に説明したように，すばらしい経済情勢の下で，経済体制改革と共に中
国の保険事業は，保険料の収入，奉仕する分野及び組織の規模など各方面で
急速な発展をとげました。わが国保険事業が始まって以来，それが国民経済
と国民生活とに不可欠なつながりをつくりました。また，全般的に経済休制
改革に重要な役割をはたし，対外経済交流の中で，日ましによい影響を受け
ているといえます。 1985年9月アジア・アフリカ保険・再保険連合会第九次
大会が北京で開催されましたが，それはわが国の保険事業が国際保険事業に
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おける地位と誇りを絶えず高めた象徴的な結果でありました。また，いまわ
が国の保険事業は創設以来のもっともよい時期にあるといえましょう。
1979年の中国共産党第十一期第三次中央委員会全体会議以来，「国内に対
して経済を活性化し，国外に対して経済を開放する」という政策を実施して
来ました。つまり客観的な法則に依り仕事を処理することを強調し，経済的
方法に依り，経済を管理し，再び中国の保険事業をすばやく成長の道に乗せ
たわけです。
従来より中国人民保険公司の業務機構は300個余りあり，従業員が5,000人
おりました。 1985年末迄に保険機構が2,300個余りになり，従業員は43,000人
余りになりました。また，世界各地の主要な港にいる300余りの検査代理人と
クレーム代理人に委託して， 120余りの外国の国々と香港地区における1,200
余りの外国保険会社，外国のブローカーと再保険の関係を確立しました。
1980年から1985年まで，ここ五年間において，保険料収入における年平均
増加率が1985年は67％になり， 1980年の7.4倍で， 国外保険業務の保険料に
ついて， 1985年の収入額は1980年より1.5倍増加しました。 これらのデーク
から見ると，近年来，わが国の保険事業は比較的高い水準で発展しているこ
とを意味しております。
いま，中国では，国家事情と経済建設の需要により，農業と生命福祉に関
する保険業務が積極的に進展しつつあります。
わが国の国民経済の発展と対外貿易経済取引の需要に応ずる為に，中国人
民保険公司は積極的に各種類の業務を取り扱っていました。目下，国内保険
は業務のひろがり及ぴ深まりの程度から見ると，地方国営企業は既に70％以
上の財産を付保しました。自動車及び第三者賠償責任保険の保険金額は総付
保額の三分の二に達しました。地区から見ると，既に都市から農村に推移
し，農村業務の保険料は国内業務の総保険料の25％を占めました。業務の対
象から見ると，国営企業から集団経営企業，個人経営企業及び都市住民にま
でひろがって来ました。 1985年家庭財産保険（日本損害保険の一つである）
の業務のうち，農村は70％以上を占めています。保険の種類から見ますと，
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国内の保険回復当初の単一的な企業財産保険から，現在の船舶・自動車・旅
客機・トラククーなどの保険，貨物運送保険，財産保険，畜産保険，豚飼保
険，水産業の養殖保険，農林業の種植保険などがあります。その外，簡易な
生命保険，偶発的傷害保険，集団企業労働者の停年養老保険，中学生・小学
生の生命保険など約130種類を超えるまでに増加しました。
国外保険の面においては， 600億ドルに相当する財産のために保障を提供
しました。外国の保険を取扱った種目は1980年の20種余りから硯在の80種類
近くに増加しました。その中には技術のかなり複雑な石油開発保険，原子力
保険を含まれ，保険業務が営まれています。
以上の実情と発展ぶりをみますと，ここ数年来，わが国の保険事業が速や
かに発展し得たその根本的原因としては，わが国が社会の生産力を発展さ
せ，国民生活の水準を高めて，農村から都市に至るまでの社会主義商品経済
発展の需要に対し，逐次経済体制改革を遂行して来たことです。経済休制改
革には，保険という手段を採用しなければなりません。経済法則によって保
険の必要性が明らかにされたわけです。保険はわが国の社会主義を発展させ
るために通るべき手段であることを認識したわけです。
次に，わが国では，保険の経済補償の機能が益々発揮されつつあります。
1980年以来，わが国におけるいくつかの地区は絶えず洪水・地震・台風・雹
害などの自然災害に襲われて，火災などの偶発的事故は非常に頻繁であり，
交通事故も相当重大でありました。各地の保険公司はこれらの発生したる損
害に対して，直ちに賠償を与えてきました。昨年度は，わが国を九号台風が
襲い，大規模な洪水，災害を蒙むって，遼寧•吉林・黒竜江及ぴ山東の四省
の損害が非常に深刻であったので，保険公司から二億元あまりの企業と四千
戸あまりの住民をして速かに生産を回復させ，再ぴ故郷の家屋を再建して，
当地の民衆からすぐれた評価を受けました。又昨年，黒竜江省の伊春市の大
火災の如く，二十四ヶ所の企業と大勢の住民が重大な損害を受けました。そ
の中約七千人は住む家を失いました。保険公司が支払った保険補償金は千万
元を超過しました。その後，同市の市民が保険の必要性を認識した上で，保
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険公司に馳けつけ，列を作って保険を．申し込みに来る状況が見られました。
又吉林省農安縣双河川村は昨年大火災を被って，保険公司は保険金六十万元
余りを以って，再ぴ故郷の家屋と土地を建て直したので，縣政府は村民の要
求に従って，もとの双河川村を「保険新村」と改称しました。
各地の保険公司は経済的補償を組織すると同時に関係ある部門に伴って，
莫大な防災と保護の対策を施しました。つまり安全の宣伝と安全の検査を行
い，防災と損害防止の設備を設けて，費用を支給し，天気予報と防火指導を
強化することを実施しました。一般大衆は保険が災害に対応する事業，災害
を減少させる事業，身心を強化させる事業，企業を富ませる事業と称贅しま
した。
最後に，わが国保険公司の幹部グループもかなり強化されています。この
二，三年各地の保険公司は指導者グル．ープを配置しました。いわゆる老年，
壮年，青年の三つを結びつける第三番目の幹部侯補者たちを優秀な人材を選
別してから育成しております。その外に新しく採用した従業員に対し，短期
間の訓練をして，専業従事者を順番に養成し，次々に六ケ所の大学と専門学
校に委託して教育をしました。二十七ケ所の銀行学校に保険専修班を設定
し，また新中国のはじめての保険研究生を育成し，次々と立派な幹部を選ん
で留学生として先進外国に派遣して来ました。
一方では保険理論の研究に力を注ぎ，保険理論と保険経済の研究を強化せ
しめ，保険業務における経営管理の改善を図りました。 1979年末，中国人民
保険総公司に中国保険学会が設立されました。その後，各国各地に省・市レ
ベルの保険学会が設立され，保険に関する会報，雑誌を発行してきました。
わが国の第七回五カ年計画の期間にわたって，保険事業を徹底して実施す
るため，中国保険公司は一方では保険の管理体制を進んで改革し，保険の補
償制度を総合的に研究して確立し，幹部侯補者の養成を一つの戦略としてつ
かまえて，各種の管理制度を健全に制定して，保険機構を増設し，代理店，
プローカーを拡大しております。一方では保険管理を強化しながら，わが国
の保険事業に関して，国内保険の普及化，国外保険の国際化，経営管理の現
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代化と保険幹部の専業化が各方面にわたって押し進められております。
中日両国は一衣帯水の鄭邦であり，親密なる人民の友宜が結ばれました。
今後中日両国々民がともに手をたずさえて，共同で国際保険市場において，
積極的役割を発揮し，中日両国の経済貿易と保険，および再保険の業務が益
々発展せられんことを望みます。
